












石灰慌策合剤白書長、ヨバサイド、 敏・・り- . 
，;/-1ドで亜鉛測さしてはpロデJ t 









3.)各撞薬剤の効力記載には、 I 0:∞4 680.0主 2F 48801 2 
調亘材料の内被害の最も大なもの l →相銅含量 M



















同 第 2報 .砲の成薬，:於ける栢胡肩車禁給婦にお
































































エ除草岡回 151 +1.8 I 
川隆直帰i-yr-1盛.2
H 湛水並木棺 市 I 765 -l1U 
昭和郡日峰山|…l醐 -8.9
" 唆立". I fI I 565 1-8.~ 
昭利組年睡立直稽…|船主l-J
H 畦立移植" I 501 1-38. 
ではない。又各種類さあその費生量は地方に志 備考、生雄専I:j長1'l8月市上、中旬jこ於ける調査
第 2表 宮所水田の雑草種類15の費生歩合 A 
'W 
進水正偽植水田
...ヵ ν グサA ヨ少ギ、~'9'ガヤヲ H 、タピ孟.、アぜナ、アプ..J.メ 、ヒデリ 2 、ョマメガ
ヤヲリ、ミダガヤヲリ.ザナヘ声デ、タ曹サプロウバミ)1，.抗ミグ五ク ν。イボタ~、
ホ V クサ、マツバヰ、ミ'/>"ヨ4. 電ダ，、ヨ司、アセトウ11"予v、ス.，メノタウガヲv、






|ヒデリヨ (4"'~的y.， セナCi4~杉〉ヨマ』ガヤヲ9(lf喝〉アデ r メ J79M) キ申 ν グサく59机
上|竜!I~"ギ(4%) タ~11"干ヲリ (3%) ，ピヱ (2~話〉ヨナギ(2%) メヒ ν-" (1%) t ，/;訂タ
lzぺl~駈)早川申ヨリ (1%) アゼグサ(l~杉)
溝|ヨナギ(71%)アプJメとキカシグサ(2496)ヒデリヨ(2%)~，'9'ガヤヲl) (1%)ヒx(1%)1
|ミゾ;2I~-:、 4 ポタサ、，f y"ギ、;2 ~メガヤザリ、ウ...クザ、7 ヲミド司、アミミ V ロ
婆|滋 Ii婆開雄事
AY ~."，、アゼタザ、計局レ F デ、'イヌガ;s;、ッ~ 's ~..，.‘ヨ ー・ メガヤヲリ、円、ョグ悼、




I I メ E手シ岡、~ J:!.，x、アゼ予、コマメガヤヲ日、ヒ "'I'V.:S~タ舟ザグ旨守、ャツバキ、』官
官事 1i箔期の鍵箪||守ガヤヲヘ少ナ内げ、スズメノテヲポゥ、ヌペ D ヒ晶、~*'Y.ケパナ、/主 .I?:JI. '9' 1 _ 直
i . Iヒヂ 9':l (6696) ，..ガヤツ y(11劣)It ~ 1¥(10銘) T針。。ぷ子子二e..'!iy グ
鍋!滋|畦上| 、I'~ ~ í 11'(5";λ ヨ十ギ(496) 吋淑タザ、ミ !I....~、ヨず貝ガヤ・7 官、各('1%) y ~タサ其他
岡 j水i i ;2ナギ、 Mシグサ、ヒデリョ、内ナゼ，曹がヤ川、~t!.x.、ョ 'J~'':1"宮、 9"t!7
後!谷洗|I " ，，~ I 11'、アヲミドロ、アミミJ:_"、業他 ' 
備考 ( 】内の数字は8局中初じ1'2ける重量.令である。










































表の( )内'の数字踏襲生雑草の重量歩合宿F示 直矯~t.-τの牧量i二影響を及怯(J，t:.~ 思ふ。
した0 ・谷溝iま常tニi基ヰせられも陛~Iま水面土1二 (q) 卒畦&.畦立直矯田の敷草効果 昭和20年
出τゐて、飽和水漁の獄態を保つτゐる D 従つ 施行〉は第4奉の知〈である。
τそのJJ<.禍の多少が、;その埋土雑草種子の晋芽 卒畦直置は全畦聞に元畦立直矯μ畦上のみじ
第 3表t直鰭及粧水移植田の蛇草効果同和19年〉
1 • 常 獣厳 度常漁 R 無除草に除草『三割|
慮 理 ・ 方 法 、 釘する雑す昌殿牧
塊 澄 |玄米軍面積区 玄米景 !乾草盆 |務歩合 1歩合
I I kg I _kg I 郎:riJ ~nk~ J M~ I ~.，9q 
J)直燭:r.iA蜜索機肥'，lOO旋風 '34.6 I 9.9 I 7.3 I :.1・66 I 73.11 I 9l・2I 'ω.4 
~)" ....)綜~OO... 区 32.3 I 9.5 I 'i.4， I 2.51 I 24.3 ち0.0 日 .2
3). 1 無除草匝 29.S I 9.4 I 8.1 I 2.47 I 81.0 I 1∞.0 I 85.8 
i長 〉仇除草区ー i101.0. I 68.4 I 2.'88 ー - I 1∞ 
め主立木枯1i灰塗棄権肥200賀直 39.3 I 1~.0 I 8.0 I . 2.91 I 198.3 I 109.0! 91.~ 
6) "婆稗10011区 43.6 I 11.8 I 8.1 I 2.83 I 63.0 I 35.1 I 89.，3 
7)" i是正除草民 36.1 I 11:6 ‘8.1' I ' 2.76 I 108.8 i }I伺.0 I 87.1 
8) If 除 草区一 122.6.1 74.6 1 3.17 一一 100




の 7月 31 日絡事孟測定のた~手放する。
δ) 水.fi{験の重苦照としたìltポ住像植皮牧3.00~
- 23ー (143) 
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第 4表 卒畦及畦立直矯の敷草効果〈昭和20年)
a 理 方 法 1 1 E 蛍 | 反日掠 附|i鉛竿すiP令る・縫に除草合区a・鮫に
偲量|玄米重|停判騨電 |玄米詮凶報 1 君主
1821






1)直横平畦背 草Z∞貫 5925 2明.0 94.6 
2) 
" 
'(/ 1灰窪業青空印011 6112 1886 l，: 9~ 1.9}' 2.00 296.8 99.0 98.0 
3)。 h 望修 事100
" 
6300 1989 1.lJl 1.f5 2.13 29b.5 • 96.9 104.4 
め曹 (/ 機 施鉛0" 5851 1861 1.93' 1.05 1.98 1喧3.2 54.晶 97.1 
5) fI " 面食 :$ 直 6309 1927 . 1.c盛 0.1盛 2.04 21.6 7.2 1∞ 
6) 
" 
H 無 除草医 6425 2037 2.18 2.24 1.86 ¥199.9 1α).0 91.2 
1)'産指唾立青 草209貫 5175 1807 1. 9，~ 5.23 1.86 788.2 139.5 96.9 
8) 
" 
1 宥灰鐙素青草10011 印25 1770 2.01 3.56 1.是2 534.0 95.5 94.8 
9) 
" 
(/ 週島 界 100". 60、00 2092 2.03 1.11 2.13 164..8 29.2 109.3 
1.Q) 
" " ，犠 肥200" 54.75 1845 2.02 1.02 1.1'17 152.2 26.9 97.4 
ll) 
" 
(/ 除 草 区 '5175 184.8 1.98 1.4S 1.92 22壬.2 39.7 100 . 
J.2) 






















~ "軍 100賞愈草1Ei.! 6ti60g! .凶B，6g 18g 11Img ，5.5 停
惟肥 300 1 壬960 m 
13 
蜘 oI 5.5 
無除草 .1Ei. I 4.380 I 1150 I (a6651 I 6075 I 6.4 






2.32 I 125.4 I 46.3 i 91.0 
1.58 I 276.6 i 100 I 62.0 
2.56 I - I - I 100 






































































































lo.9， 19.長0，1C~昏 3.6.19長1 (2)笠原安夫
.剣による轄主主駆除額験(1-3)金書事 17@6.'1 
12. 1942 (3)笠原安夫全11(9-10)良署員研究
36~昏， 19“，会51{1l...;.12) 全誌耳7~島 1聖書 1947
(4)笠原安夫 本湾稽章の濁顕及地理的分布吃f官房




~JJ..と貸際情鮮民曾報 181\1舎9.10.11， 12~1944 
(8)吉岡金市 lk胞の.錨樹書t工闘する研究伊領
書底 19抗
附 官巴
本試験.の経費t童文部省棋聖担椀究費及日本感術i震
実曾助成令の充宮にようて丞行した、主主1:;tIA.i
で雨忽局1:樹:aをま更する。
簡単獄験;こ助力せられた伊履重明、秩困恒郎、
t西国滋子諸民の事?を周'-<謝する。
大麦品種'の秤歩合に就て
坂野捕
1・緒 宮大多肢の全電量I二劃する蒋電量
Q."割合:即ち秤歩合は紙候土境等栽植傑件に依
ゃτも相官の&謡ぞ受げるが、同一様件で成育
さ:せた品種の開にも可なわの差異があるq ごの
火事堅梓歩合の多少は、大.11-利用上注目-t~念特
挫であの、縫って穀物検査の鼠要項目さなり、
虫、育種上に於τ副主意すべき特徴さ見倣され
る。それ故、外圃に於て・は、早〈から蒋歩合t二
劃して研究者F行ひ、特にぜ-t大多の具備すぺ
き理皐的性質さして粒の克貰度及び重量、色湾
成守・奉さ来に宥歩合を兎要なμ 項目ざして注意
を排ってゐるc本邦では安藤博土何の調査報告
を嘱矢さするが、二瓶氏(~)，ま嫡輔上の立場から
本邦各地産の皮穿771誌に就τ研究し、梓歩合の
重要性令指摘じてゐる。併し、その7hにはこれ
記.闘する研究は見られない械である。
著者は大多育種上の見地より、蒋歩合φ品種
..異並に大葬の諸特性さめ聞係に就て些カ、研
究したの"C.その結果の大要や報告するq
2実験材料及び得歩合検定法本質肢に
私用した品種は本邦各地の奨冊品種及び夜来種
彦主'さする庇重F.166種である。その試料は昭和
Ao年詰所圃揚iニ於て 1本組じ誌ものから採取b
fこ白肉、満州、中華、敵州諸外岡，の品種及びピ
害事 夫
1 
ルー大場f.35品種も併せて調査しに。向大夢の議
特性の調査は昭和19年度l二議植らすこ品種の特性
;r基礎ざし、前年度の賀料も参照じた:0
梓歩合検定は Lu王fの方法l'こ依った"~p ち3
4共試位は厳重な位準高?行ひ、不完全位を除却じ
又唱でのある品種はその基部去り各戸桜の程度
に切落した50粒~ 105PCの定温乾燥器に入れ、
無7k蹴離t二怒る迄乾棋、秤量し?三也これぞ煮漁
場中に5%の・アンそ ιヤ水lOa:さ共に人れて.
樹L、80・cで1時間勲も後取出Lて、ピンセ
ヲ+及び，j、針で存さ枇~si離し七q これを重量
の既知t.rる時計皿上に集め、 1060Cで乾燥じ、
冷却後、梓の軍量;z.秤った0・而ιτ、7":'-'そニ
ャの嵩tニ洗はれて減量じた量密補正する露、見
出し?之る重量とそのl;1Oj，を加へた。各品種の碍
歩合lま何れ.も 2匡の卒均によったが、その差1
%日上の時は夏に1回行つ士。
ここに存さは内、外額及び底制令含み、種、
果皮は含まなh、。穂、果皮が尖l二剥離きれずニ場
合は、こわや除Lサこ司
3・実験結果 、
(1)樟歩合の品種間差異調査金品種の梓歩
合は附表の如〈であり、金品種寺本邦及び満州
中華、肱州別、ニ様、六傍及び坊主大牽に分け
声~ 26- E民事研究第371密集411146-1釦"19晶7)
